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は じ め に

尻屋地先はエゾアワビが多く生息しており､毎年 5月～ 6月にかけて潮間帯にアワビが移動してくる

現象 (磯入 り)の見られる地域である｡

これらのエゾアワビは､現在移殖放流用の種苗として利用されており､昭和43年から昭和49年までの

7年間に約 140万個の種苗が出荷されている｡

これまで資源量の把握を主体に調査を行ない､種苗の適正出荷量を知ると共に資源の維持増大を図るこ

とを目的として実施して来た｡

本年度も引き続き資源調査を行なったのでその結果を報告する｡

調 査 方 法

第 1図に示した調査地区沿岸に約 500

7n間隔で14の調査線を設定し､ 4772×4

mの枠取り調査を6月11日に行なった｡

枠取 りは各調査線の干出地帯を沖に向っ

て進行し､最初にアワビの発見された地

点から千出の程度に応じて 1- 4枠を設

定し､徒手により採取した｡

枠取り調査で採取されたアワビはそれ

ぞれ殻長､殻巾､重量等を測定し各種の

解析を行なった｡

資源量の推定は次式により算出した｡

単位面積的当り生息数×潮間帯面積※

-潮間帯資源量

※徒手により採取可能な面積

(15万m2)

調 査 結 果

tl). 資源量について

枠取り調査の結果を第 1表に示した｡

採取されたアワビの総数は合計で1,951

個体で､㌦当り平均 3.7個体であった｡

これより潮間帯の資源量を算出すると_
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第 1表 潮間帯のアワビ枠取 り結果 (50.6.ll)

秤調取査一級 岸側Ⅰ Ⅱ Ⅲ 沖側Ⅳ 合 嘉採取数 m2当り平

均生息量1 221 210 17 29 221 13.82

126 126 7.9

3 177 387

12.14 6 16

39 0.85 5 14 36 84 1.

36 27 15532 10875 44 3

34 5.27 16 16 1

.08 13 12

0 2.58 31 35

65123 131 2.

79 2 53 55

1.710 6 16 2

2 0.8ll 29 18 47

1.512 17 25 165 3.513 7

197 204 6.4合計 683 771 424 73 1,951

平均 49.0 70.0 37.0 37.0 59.0 3.7/3.7 3.

7個体 ×15万m2-55.5万個となった｡尻

屋地先の潮間帯の年度別資源量は第 2表のとおりで､資源量は昭和45年から減少している

が､本年度になって約3

9%の増加が見られた｡また､級長4L･m

未満 とそれ以上のアT7どの占める割合はそれ

ぞれ22%及び78%で､少しであるが昨年よ

りやや大型化がみられる｡(21 殻長組成について

尻屋地先の潮間帯アワビの殻長組成を第 2図に示した｡これよ

り殻長のモードを見ると昨年よりやや大型化の

傾向がみられる｡なお第 2図からもわかるように､潮間帯の

アT7ビには9cm以上の

ものは全体の0.45%と非常に少ない傾向にある｡第 2表 尻

屋地先における潮間帯のアワビ資源量年 度 殻 長 資 源 量
適正 移 出量 種 苗 移 出 量 種 苗 の殻長4cm未 満 4C

nL以 上昭 44 年 (o凋 (ôj 掴 絢200,000 摘 Ccn)12 88 2,170,000

121,500 5～ 745 22 ･78 1,235,0

00 260,000 4- 746 33 67 1,150

,000 368,000 4′ー747 40 60 675

,000 212,000 4J- 748 23 77 735,000 140,000 233,000 4～ 7

49 24 76 399,000 79,000 183,000 4～ 750 22

78 555,000 85iOOO 201,000※ 4′-7※予 定 数

※予 定 数考 察

(1) 資源



第 3表 尻屋におけるアワビ漁獲量

年 度 沖アワビ(潜水器 ) 磯アワビ(カギ採り) 種苗移出量 ･X※潮 間 帯に お け る総 漁 獲 量
総 漁 獲 量重 量 ※ 個 数

重 量 壷 個 数昭 43 毎27,560 晒459,400 毎 個 晒 晒 晒(6,910) (112,800) 3,100 1,159,000 115,90044 2,640 44,000

121,500 165,500 624,90045 8,230 137,200 10,210

170,200 260,000 430,200 567,40046 15,680 261,300

6,890 114,800 368,000 482,800 744,10047 12,

676 211,300 486 8,100 212,200 220,300 431,60048 9,840 164,000 2,444 40,733 233,000 273,733 43

7,73349 4,499 74,983 7,228 120,466 183,000 303

,466 378,44950 14,665 214,400 4,282 71,300 201,000 272,300 486,700

※ 漁獲量より1個体609として換算 ( ) 沖および磯アr7どの合計数量※嘉 磯ア

ワビ漁獲量と種苗移出量の合計(2) 種苗の移出適正量について尻屋の潮間帯のアワビ資源量の変動について

はその年の磯入りの状況に影響されるが､一方では種苗として採取される量ならびに磯アワビとし

て食用に出荷される量などが大きく影響していると考えられる｡若し次年度以降の資源量に減少をきたさない

数量を適正移出量と見なすことにすれば､翌年種苗サイズ(4(凋～ 7m )に添加されるアT7ビ(3- 3.9m )の数量

が一つの目安となるであろう｡ 今年度についてみると､55.5万個×15.40/o(殻長 3.

0- 3.9C7mのアワビの占める割合 )- 8.5万個となり､約 9万個が今年度の移出適正量と考えること

ができる｡実際には昭和49年度には移出適正量 8万個に対し18.3万個を移出しており､今年度




